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文

義
一

『
蘇
悉
地
対
受
記
』
は
胎
金
両
部
の
そ
れ
と
共
に
、
天
台
密
教
三
部

の
大
法
の
師
説
を
五
大
院
安
然
が
整
理
筆
録
し
た
も
の
と
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
三
部

『
対
受
記
』
の
一
で
あ
る
が
、
胎
金

『
対
受
記
』
に
比
し

て
最
も
安
然
撰
述
が
疑
わ
し
い
と
さ
れ
る
書
で
も
あ
る
。

胎
金

『
対
受
記
』
に
比
べ
て
本
書

の
特
色
は
、
ま
ず
伝
法
の
諸
師
名

が

「海
説
」
「角
説
」
「雲
記
」
等
と
略
称
さ
れ
て
判
然
と
せ
ず
、
内
容

的
に
も
記
述
が
錯
雑
し
て
諸
師
口
決

の
羅
列
と
い
う
べ
く
、
文
献
の
引

用
や
安
然

の
私
見
が
極
度
に
少
な
い
。
分
量
的
に
も
胎
金

『
対
受
記
』

に
比
し
て
少
量
で
あ
る
。
ま
た
本
書
の

「雲
記
」
は
、
円
仁
の
口
説
集

と
伝
え
ら
れ
る

『
妙
成
就
記
』
の

「黒
字
」
部
分

に
等

し
く
、
本
書

「朱
云
」
は

『
妙
成
就
記
』
の

「
師
説
日
」
と
い
う

「
朱
書
」
部
分
に

皿等
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
書
に
引
か
れ
る
諸
師
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
は
従
来
よ
り

問
題
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
『
阿
娑
縛
抄
』
密
宗
書
籍
に
は
次

の
よ
う
な

説
が
載
る
。
そ
れ
は
、
「海
説
」
を
道
海
、

「角
説
」
を
円
仁
ま
た
は
玄

静
、
「
座
主
説
」
を
安
慧
、
「雲
記
」
を
承
雲
と
遍
昭
の
共
著
ま
た
は
円

仁
あ
る
い
は
道
海
、
「
朱
云
」
は
安
慧
ま
た
は
円
珍
、

と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
で
田
島
徳

音
氏
は
、
「角
説
」

を
円
仁
と
す
れ
ば
宝
楼
閣
印
に

「角
説
、

宝
楼

閣
印
…
…
是

慈
覚
説

也
」
と
あ
る
の
で
円
仁
が
慈
覚
と
自
称
す
る
は
ず
が
な
く
、
ま
た
玄
静

だ
と
す
れ
ば
安
然
は
弟
子
の
説
を
師
説
と
し
て
引

い
た
こ
と
と
な
る
の

で
矛
盾
す
る
、
と
し
て
、
独
自
の
試
案
を
示
す

一
方
で
本
書
は
安
然
に

仮
託
さ
れ
た
偽
書
で
あ
ろ
う
と
の
立
場
に
立

つ
。
田
島
徳
音
氏
の
こ
の

(1
)

見
解
は
、
以
後
の
本
書
を
扱
う
場
合
の
中
心
的
な
指
針
と
な

っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。二

本
書
の
構
成
は
、

い
わ
ゆ
る
二
巻
本
の

『
蘇
悉
地
朔
羅
供
養
法
』
に

準
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
引
用
の
諸
師
説
は
多
岐
に
渡
る
が
、

お

お
む
ね

「
海
説
」
「角
説
」
「
座
主
説
」
「
雲
記
」
「
朱
云
」
「
性
記
」

の
順
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に
配
さ
れ
て
お
り
、
「海
説
」
が
大
日
院
道
海

の
説
で
あ
る
と
す

れ
ば

本
書
は
道
海
を
最
初
に
挙
げ
て
各
印
に
対
す
る
基
準
の
よ
う
に
扱

っ
て

い
る
点
で
は
胎
金

『
対
受
記
』
の
姿
勢
と
符
合
す
る
。

次
に
、
本
書
に
お
け
る
安
然
自
身
の
私
見
に
類
す
る
と
目
さ
れ
る
記

述
は
五
ケ
所
程
確
認
し
う
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
検
討

し

て
お
き
た

い
。ま
ず

「
掃
地
印
」
に

「角
説
、
師
口
私
疑
壇
辺
地
欺
」
と
あ
り
、

こ

こ
で

「壇
辺
地
」
と
は
角
説

の
前
に
示
さ
れ
る
海
説
に

「壇
上
」
と
い

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
も

し

こ
の

「私

疑
」
を
安
然
の
疑
問
と
す
る
と
、

こ
の
項
に
は
角
説
が
引
か
れ
な
い
の

も
同
然
と
な

っ
て
し
ま
い
、

こ
こ
の

「私
」
は
角
自
身
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

「
三
部
結
髪
印
」
に
は

「角
説
云
、
右
手
作
レ挙
安
二頂
上

用
結
法

同
レ
前
、
或
云
、
仏
部
以
レ
印
安
二頂
上

蓮
華
安
二右
肩

金
剛
部
安
二

左
肩

私
疑
、
又
云
、
三
部
結
髪
印
如
レ
文
、
但
以
レ
印
安
レ頂

即
仏
部

也
、
安
二頂
右
一即
蓮
華
也
、
安
二頂
左

即
金
部
也
」
と
あ
り
、
『
日
蔵
』

に
は

「私
疑
」
以
下
は
細
注
と
な
る
が
、

こ
の
疑
問
は
角
説
と
雲
記
に

印
の
位
置
を
蓮
華
部
は
右
肩
、
金
剛
部
は
左
肩
と
す
る
説
が
引
か
れ
る

の
に
対
し
て
右
頂
左
頂
を
正
と
す
る
立
場
を
と

っ
て
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
円
仁
の
私
記
と
伝
え
ら
れ
る

『
蘇
悉
地
妙
心
大
』

に

「
或
云
、
三
部
結
髪
印
如
レ
文
、
但
以
レ
印
先
置
二
頂
上
蝋是
仏
部
、

次

置
二右
頂
鮒
是
蓮
華
部
也
、
後
置
二
左
頂

一是
金
剛
部
也
」
と
あ
る
の
と
共

通
す
る
印
相
を
と

っ
て
お
り
、
記
述
も
類
似
し
て
い
る
。

「
入
室
真
言
印
」
で
は

「
角
説
云
、
本
説
無
レ印
。
座
主
説
、
用
二
金

剛
合
掌
殉
五
大
院
私
疑
レ無
二
蓮
印
こ

と
あ
る
が
、

こ
の
項

は
海
説

が

「師
云
」
と
し
て
仏
部
と
金
剛
部
の
印
を
示
し
な
が
ら
蓮
華
部
を
示
さ

ず
、
角
説
と
雲
記
が

「無
印
」
と
し
座
主
説
は
金
剛
合
掌
と
あ

っ
て
、

本
書

に
引
く
師
説
に
見
る
限
り
蓮
華
部
印
は
検
証
し
え
な
い
。
し
か
し

『
妙
心
大
』
は

「次
入
室
真
言
印
、
或
云
…
…
右

手
置
二左
手
上

是
蓮

華
入
定
印
也
」
と
て
仏
部
と
金
剛
部
の
次
に
蓮
華
部
印
が
記
さ
れ
て
お

り
、
今
の
疑
問
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
疑
問
も

『
日
蔵
』
は
細
注
と
す
る
が
、

こ
こ
で
問
題
な
の
は

「
五

大
院
」
と
い
う
表
現
で
あ
り
、
安
然
自
身
が
五
大
院
と
私
称
し
た
と
す

れ
ば
こ
れ
は
彼

の
確
か
な
文
献
に
照
ら
し
て
例

の
な
い
こ
と
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
従

っ
て

「
五
大
院
」
が
後
世
の
写
誤
や
加
筆
で
な
い
と

す
る
と
重
大
な
問
題
を
は
ら
む
こ
と
に
な
る
。

「辟
除
諸
障
印
」
で
は

「角
説
云
、
印
相
用

法
如
レ前
、
安
然

問
、

何
故
辟
除
三
耶
、
答
云
、
可
三
二
部
印

遣
除
亦

爾
」
と
あ

っ
て
問
答
体

で
あ
る
が

『
日
蔵
』
に
は
こ
の
問
答
も
細
注
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
、

こ
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
れ
ば
安
然
の
問
に
対
し
て
角
が
答
え

た
こ
と
と
な
り
、
「角
」
は
安
然
に
直
接
に
大
法
を
教
授

し
え
た

人
物

の

一
人
と
な
る
。

最
後
に

「
召
請
印
」
に
は

「海
説
云
…
…
召

請
明
末
文
云
、
此
中
安

来
句
者
、
若
奉
請
時
加
句
云
、
庵
騎
醸
咽
騎
醸

咽
、
若
請
二
仏
部

時
、

『
蘇
悉
地
対
受

記
』

に

つ
い
て
 
(
水

上
)
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『
蘇
悉
地
対
受
記
』

に

つ
い
て
 
(
水

上
)

マ
マ

可
レ
云
二庵
騎
醸
晒
騎
醗
四
但
也
峨
妬

…
…
大

略
以
レ此
可
レ
検
二教
法

今
私
検
二梵
語
例

可
レ
言
二但
他
峨
多
騎
醸
咽
、
或
但
他
峨
多
華
瑳
華
瑳

等

余
准
知
レ之
、
已
上
三
部
心
奉
請
時
、

又
真
言
中
安

来
請
可
レ奉
二

請
之
こ

と
て
海
説
に
続
い
て

『
妙
心
大
』
の

「召
請

明
末
文
」
が
引

か
れ
て
召
請
真
言
の
梵
語
の
語
順
が
疑
問

と
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ

は

「召
請
明
末
文
」
や

「
角
説
」
「雲
記
」
等
に
は

エ
イ
ゲ
イ

キ
の
次

に

仏
蓮
金
三
部
の
真
言
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
三

部
真
言
の
次
に
エ
イ
ゲ
イ
キ
を
加
え
る
の
を
正
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

「梵
語
例
」
と
は

『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
や

『
十
八
契
印
』

等
に
は
安
然
の
い
う
語
順
で
真

言
が
示
さ
れ
、
ま
た

『
妙
心
大
』
の

「
三
部
心
奉
請
印
」
に

「略
爾
那
爾
迦
騎
係
咽
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
本
書
に
お
け
る
安
然
の
私
見
と
目
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は

「角
説
」
ま
た
は
そ
れ
に
関
連
す
る
項

に
見

ら
れ
、
「
辟
除

諸
障
印
」

で
は

「
角
」
と
の
問
答
体
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
疑
問
は

『
蘇
悉
地
妙
心
大
』
を
参
考
に
し
て
い
る
傾
向

が
看
取
さ

れ
、
ま
た
梵
語
の
語
順
を
指
摘
す
る
等
、

い
か
に
も
安
然
自
身
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
は

「
五
大
院
」
の
私
称

や
、

安
然

の
私
見
と
目
さ
れ
る
記
述
が
浄
治
路
印
よ
り
も
前
の
、
い
わ

ゆ
る
上
巻

に
相
当
す
る
部
分
に
集
中
す
る
な
ど
、
な
お
安
然
撰
と
す
る

の
を
た
め
ら
う
べ
き
要
素
も
見
出
せ
る
。

三

本
書
に
は
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
べ
き
点
が
多
い
が
、
ま
ず
諸
師

の
諸
説
相
互
に
類
似
点
が
見
出
せ
る
こ
と
も
い
く

つ
か
あ
り
、
例
え
ば

去
垢
印
、
被
甲
印
、
清
浄
印
、
自
灌
頂
印
等
に
お
け
る
角
説
と
雲
記
の

類
似
、
ま
た
金
剛
輪
印
、
加
持
供
物
印
、
又
辟

除
印
等

に
お
け
る
角

説

・
雲
記
双
方
の

「
又
説
」

の
類
似
な
ど
を
は

じ
め
所

々
に
散
見
し
う

る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
胎
金

『
対
受
記
』
が

既

し
て

「

和
上
同
二

△
大
徳

一」
な
ど
と
同
系
の
説
を
整
理
し
、
ま
と
め
た
表
現
を

と
る

の

と
対
比
し
て
、
本
書
が
多
分
に
未
整
理
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
に

諸
師

の
相
伝
の
軌
跡
を
物
語
る
と
は
い
え
ま
い
か
。

次
に
本
書

「雲
記
」
「
朱
云
」
と

『
妙
成
就
記
』
と
の
関
係

は
明
瞭

(
2
)

に
し
え
な
か

っ
た
が
、
除
萎
華
印
に
お
け
る
本
書
の
混
乱
的
記
述
は
例

外
的
存
在
で
あ

っ
て
、
む
し
ろ

『
妙
成
就
記
』

の
印
の
次
第
が
混
乱
し

て
い
た
り
、
朱
書
と
称
さ
れ
る

「
師
説
日
」
が
欠
落
ま
た
は
欠
字
を
生

じ
て
い
る
場
合
が
多

い
な
ど
、
本
書
よ
り
も
む

し
ろ

『
妙
成
就
記
』
の

方
に
混
乱
を
見
出
し
う
る
場
合
が
多
い
と
い
え

る
。

さ
ら
に
、
本
書

の

「
座
主
説
」
と

「
朱
云
」

の
間

の
関
係

で
あ

る

が
、
軍
茶
利
印
に

「今
座

主
云
、
臨
二於

左
脚

一者
、
於
二別
本
一置
二右

字

一也
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
以
後

「座
主
説
」

と
さ
れ
る
の
で
座
主

と
今
座
主
は
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た

こ
こ
で

い
う
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(3
)

「別
本
」

に
つ
い
て
は
同
印

「朱
云
」
で

「師
日
、
文
云
屈
二
左
脚
膝

今
案
二
別
本

一置
二
右
字

左
字
是
誤
欺
」
と
あ

っ
て
、
他

の
諸
師

の
引

か
な
い

「
別
本
」
に
よ

っ
て
二
巻
本

『
供
養
法
』
の

「
屈
左
脚
膝
」
を

疑
う
点
が

「朱
云
」
と

「座
主
説
」
に
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
辟

除
印
、
撹
水
印
、
以
土
塗
身
印
、
軍
茶
利
諦
水
印
、
自
灌
頂
印
、
解
結

印
、
著
衣
印
、
被
甲
印
、
三
部
結
髪

印
、
宝
師

子
座

印
、
金
剛

迦
利

印
、
金
剛
峯
印
、
お
よ
び
清
浄
印
の
一
部
、
な
ど
で
朱
云
と
座
主
説
は

一
致
し
て
お
り
、
逆
に
全
く
異
る
も
の
は
軍
茶
利
根
本
随
意
浴
印
、
三

部
母
印
、

華
部
母
印
、

の
み
で
あ
り
、
持
諦
分
土
印
が
判
然
と
し
な
い

が
、
他
は
ど
ち
ら
か

一
方
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
同
異
の
比
:較
の

上
で
は
、
座
主
説
と
朱
云
は
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

浄
治
路
印
に
は

「師
云
、
故
座
主
云
、
大
師
説
…
…
大

師
甚
秘
レ
之

不
レ伝
也
、
未
レ
諮
二今
座
主
こ

と
あ

っ
て
こ
こ
に
本
書

の
人
的
関
係
を

探
る
ひ
と

つ
の
鍵
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
大
師
が
円
仁
と
い
う
の

は
首
肯
し
う
る
と
し
て
、
そ
う
す
れ
ば
故
座
主
に
は
安
慧
を
当
て
る
の

が
妥
当
と
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
今
座
主
す
な
わ
ち
座
主
に
は
円
珍
が
想

定
で
き
よ
う
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
本
書
は
相
伝
上
の
人
間
関
係
に
お

(
4
)

い
て
も
安
然
周
囲

の
事
情
と
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

四

本
書

の
検
討
は
さ
ら
に
究
明
す
べ
き
点
も
多
く
、
と
く
に

『
妙
成
就

記
』
や

『
蘇
悉
地
妙
心
大
』
と
の
比
較
を
詳
細
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
既
し
て
本
書

「雲
記
」
や

「
朱
云
」
の
方
が

『
妙
成
就
記
』
よ

り
混
乱
が
少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
本
書
に
は

『
妙
心
大
』
も
度
々

参
考
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
の
記
述
の
組
み
立
て
や
構

成
は
、
多
分
に
朱
整
理
の
印
像
を
受
け
る
も
の
の
、
胎
金

『
対
受
記
』

に
比
し
て
著
し
く
異
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
不

自

然
な
も

の
で
も
な

く
、
人
的
関
係
も
安
然
周
囲
の
事
情
と
符
合
し
て
い
る
と
考
え
て
さ
し

つ
か
え
あ
る
ま
い
。
ま
た
本
書
の
執
珠
法
に
お
け
る
海
説
は

『
胎
蔵
大

法
対
受
記
』
の
数
珠
法
の
道
海
の
説
に
も
見
出

し
え
る
の
で
あ
り
、
さ

(5
)

ら

に
検

討

す

べ

き
点

は
多

い
が
、

本

書

は

そ

の
原

形

の
著

者

に

安

然

を

想

定

し

て

も
、

こ
と

さ

ら

に
不

自

然

で

は

な

か

ろ

う
。

(
1
)

例

せ
ば
鈴
木
学
術
財
団

『
日
本
大
蔵
経
』
解

題
に
お
け
る
真

鍋
俊
照

博
士

の
解
説

や
木
内
尭
央
教
授

「
安
然
撰

・
三
部

『
対

受
記
』
の
検

討
」
印
仏

研
三

三

ノ
ニ
、
奈
良
弘
元
教
授

「
五
大
院
安
然

の
著

作
に

つ
い
て
」

精
神
科

学

二
な
ど
。

(
2
)

大
正
蔵

に
よ

っ
た
場
合
、

除
萎
華

印

の
雲

記
は
途

中

で
切

れ
て
い
る
が
、

日
蔵
本

で
は

『
妙
成
就
記
』
と
同
じ
に
な

っ
て
い
る
。

但
し
、

日
蔵
本

の
底
本

は
不
明

で
あ

る
。

(
3
)

別
本
は
、

内
容

的
に
は

『
大
正
蔵
』
甲
本
、

す

な
わ
ち
三
巻
本

『
供
養
法
』
黄
漿
版
浄
厳
加
筆

本
に
相

当
す

る
。

(
4
)

円
仁
系
統

の
相
伝

は
円
珍

に
伝

え
ら
れ
て

い
な

い
場
合

も
あ
り
、

『
胎
蔵
大
法
対
受
記
』
数
珠
法

に

「
時
大
和

上
出
二
自
私

記

一以
示
二

安
然

一…
…
故

和

上
説
中
持
珠
真
言
後
、

更
用
二
執
持
珠

印

而
作
二
念
諦

珍

和
上
説
中
不
レ
説
二
持
珠
真
言

こ

と
て
、
遍
昭

の
相
伝

と

円
珍

の
伝

法
上

と

に
相
違

が
み
え

る
。

ま
た
安
然
は
円
珍

の
伝
持

に
若

干
批
判
的
立
場

を
と

っ

た
と
想
像

で
き
る
面
も
あ

る
。
拙
稿

「
安
然

の
胎
蔵
界
大
法
対
受
記

に
つ
い

て
」
天
台
学
報

二
三
号
。

(
5
)

小
論

は
、
紙
数

が
限
ら
れ
た
と
は

い
え
、

文
献

の
引
証
や
論
述
を
極
め

て
省
略

し
た
点

を
反
省

す
る
。

小
論

に
補
正
を

加

え
た
拙
稿

「
蘇
悉
地
対
受
記

に
お
け

る

一
、
二

の
問
題

」

近

刊

の

「
叡

山
学
院
研
究
紀
要
」
第
九
号
を
参
照

さ
れ
た

い
。

(叡
山
学
院
講
師

)

『
蘇
悉
地
対
受
記
』

に

つ
い
て
 
(
水

上
)
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